
さあ、すきな色を
ぬってみよう！

なまえ（　　　　　　　　　）
　今からおよそ1250年前にたてられた国宝の榮山寺八角堂の内

陣（信仰するもの〈仏さまなど〉をまつるところ）には、カラ

フルな色で絵がえがかれています。

　この宝相華文は、天井にえがかれています。何かの花のよう

に見えますが、本当の花ではなく、花びら・葉っぱ・つる植物

をあわせた文様です。むかしの中国（唐）で考えられました。
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